
 中部地区 マンドリンコンサートガイド（2010.９月～2011.２月） 

 中部大学 
マンドリンクラブ 

第４５回定期演奏会 

12 月 11 日（土） 

名古屋市中川文化小劇場 
会場連絡先：052-369-1845 

入場無料 
●第 1ステージ 

 合奏ステージ 
●第 2ステージ  
  アンサンブルステージ 
●第 1ステージ 

 合奏ステージ 

連絡先：中部大学 

    〒467-8501 

    愛知県春日井市松本町 1200 

    090-9734-6302 （高山） 

東海選抜高等学校 

ギター・マンドリンフェスティバル 

2011 年 2 月 11 日（金・祝） 
日進市民会館 

(0561)72-0955 
入場無料 

 
愛知・岐阜・三重・静岡の４県から
高校生が集まるフェスティバルで
す。 
 
2009 年度出場校（略称） 
（岐阜） 
坂下・恵那南・富田学園・中津・大垣桜高 
（三重） 
四日市商業・松坂商業・上野・セントヨゼフ 
（静岡） 
静岡・西遠女子・静岡市立・静岡東・浜松市
立 

 
山下マンドリン教室発表会 

 
９月２６日（日） 

 
１３：３０ 開場 
１４：００ 開演 

 
クリエイト浜松 2F ホール 

（浜松駅から徒歩 5分） 

TEL ０５３-４５３-５３１１ 
入場無料 

・生徒による発表会 
（ソロ、アンサンブル） 
・講師によるミニコンサート 
 
【問】０５３－４３５－３０７２（山下） 

 
 

名城大学ギターマンドリン合奏団 
第43回定期演奏会 

 

12 月 11 日（土）  
名古屋市熱田文化小劇場 

会場連絡先：052-682-0222 
入場料無料 

・メリアの平原にて 
GiuseppeManente作曲 中野二郎編曲 
・過去への尊敬 
LodovicoMellanaVogt作曲 
・めぐる季節 
高橋太志作曲 他 
 

連絡先：名城大学 
名古屋市天白区塩釜口1-501 

黒川鉄平 
090-4444-9894 

electricdragon-1022@ezweb.ne.jp 

岐阜薬科大学マンドリンクラブ 

第 47 回定期演奏会 

12 月 12 日 （日） 

県民文化ホール未来会館 

長良川ホール  入場無料 

（TEL 058-296-0888） 

・華麗なるワルツ 

（V.Cerrai/中野二郎編） 

・セレナーデ風ガボット（A.Amadei） 

・序曲ニ短調 （S.Falbo）      他 

アンサンブル木蔭 
第 47 回定期演奏会 

 

10 月 3 日（日） 
 

１３：００ 開場 
１３：００ 開演 

ウィルホール（ウィルあいち） 
入場無料 

主な曲目： 
・海の組曲 アマディ 
・ギター協奏曲 

カステルヌォーヴォ＝テデスコ 

ソリスト：有馬信一 
・街の灯 丸本大悟 
・詩人と農夫序曲 スッペ 

あれから３０年。 
マンドリン 川口雅行 
ギター   佐藤紀雄 

 
１１月１０日（水） 

18:30 開場 19:00 開演 
巌本真理メモリアルホール 

名古屋市中区錦 3-19-7 

・燃える秋 武満徹 

・タンゴの歴史 Piazzolla 

・カルメン幻想曲 Sarasate 

・裸足の雨 深澤舞（委嘱初演） 

・空の力 Momo（委嘱初演）    他 

お問合せ・チケットのお求め 

【主催】ムジーク・ゾリステン 

TEL：052-781-9322 
Mail：office@musik-solisten.com 

第 45 回 

三重大学ギターマンドリンクラブ 

定期演奏会 

12 月 23 日（木） 
開場 17:00 開演 17:30 

三重県総合文化センター中ホール 

入場料無料 

１Stage 
・道化師 作：H.Lavitrano 
・RSVol.6「月の記憶」より前奏曲 

-カムパネイラは月を見ていた-作：坂野嘉彦 
・Il Vote 作：Ugo Bottacchiari 

２Stage 
企画ステージ 

３Stage 
・PromenadeⅠ 作：加賀城浩光 
・風の軌跡 作：小林由直 
 
HP : http://miegmc.net/ 

Mail : master@miegmc.net 
※事情により一部変更になる場合がございます。 

 
 

第 53 回定期演奏会 
１２月２６日(日) 
開場 18:00・開演 18:30 

しらかわホール 
(052-222-7110) 

入場料無料 

曲目 
・遠藤秀安氏の新曲 
・喜歌曲「こうもり」序曲    

J.STRAUSS 作 
久保田孝  編曲 

・斎宮の記憶/小林由直 作 
 
連絡先 愛知県名古屋市千種区 

不老町名古屋大学学生会館内  

ｷﾞﾀｰﾏﾝﾄﾞﾘﾝｸﾗﾌﾞ 山岡 
 

マンドリンアンサンブル⑧strings 
The 4th Concert 

 

11 月 14 日(日) 
 

開場：13:00 開演：13:30 
電気文化会館ザ・コンサートホール 

(052-204-1133)  入場料：800 円 
 
・AQUA EXPRESS / 遠藤秀安 
・インテルメッツォ 

「二つの小品 op.9」より 
R.グリエール/FK 編 

・リュートの為の古風な舞曲と 
アリア第３組曲 

O.レスピーギ/帰山栄治 編 
 

音楽監督・指揮者として 
堺武弥氏を招致 

http://page.freett.com/8strings/ 
MAIL：8strings@mail.goo.ne.jp 
連絡先：090-6613-4043 (山内) 

 

名古屋市立大学 

ギターマンドリンクラブ 

第４７回定期演奏会 

 

１２月２８日（火） 

  開場 17：30 開演 18：00 

 

  熱田文化小劇場  入場無料 

  会場連絡先: 052-682-0222 

 

・Nuovo Cinema Paradiso 

作曲:E.モリコーネ 編曲あり 

・雨の世界 曲:丸本大悟  他 

  
岐阜聖徳学園大学 

ギターマンドリンクラブ 
第２９回定期演奏会 

2011 年 2 月 28 日(土) 
会場時間 17:30 

開演時間 18:00 

会場 県民文化ホール未来会館 
     長良川ホール 

会場連絡先(058-296-0888) 

入場無料 

＊曲目＊ 

星のしずく―空への扉― 

丸本大悟作曲 

マンドリンの群れ 

C.A.ブラッコ作曲 

ジブリメドレー 

  

Ａ 

 

第
４７

回
定
期
演
奏
会 

 

愛
知
学
院
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ 

 

12 月 3日（金） 

 
開場 18:00 開演 18:30 
  
中京大学文化市民会館 

プルニエホール 

（地下鉄名城線金山駅徒歩 5 分） 

会場連絡先：052-331-2141 

入場無料 
交響詩「北夷」 

鈴木静一作曲 他 
URL: 
http://www.geocities.jp/agu_mdc/ 
Mail： 
agu_mdc@yahoo.co.jp 

名古屋大学ギターマンドリンクラブ 

 
 
 
 

日本マンドリン連盟(JMU)では会員を募集しております 
 

年会費（１月～１２月） 
個人会員 5,000 円 団体会員 8,000 円 

(学校関係は個人、団体とも半額) 
 

マンドリン小アンサンブルフェスティバル vol.３ 
三重県桑名市 桑名市民会館・小ホール 

日本マンドリン連盟中部支部 
〒511-0911 
桑名市額田 1000-62 鈴木英一 

Tel&Fax：0594-31-3704 
E-mail：jmu_chubu@yahoo.co.jp 

2011 年２月１２日（土） 

マ ン ド リ ン ア ン サ ン ブ ル 

安弾手 (あんだんて) 

第 30 回 演 奏 会 

2010 年 11 月 14 日 (日) 
開場 13:00 開演 13:30 

中電ホール 入場無料 
 

地下鉄｢栄駅｣５番出口から東へ徒歩約５分 
 

 

風の舞曲 ······················· 小林 由直 
ジャズ･ポップ･ロック組曲·· マンドニコ 
荒城の月による変奏曲 ······ 藤掛 廣幸 
花のワルツ ············ チャイコフスキー 
企画ステージ｢ウェディング｣ 

 

 

私たちと一緒に音楽しませんか。隔週日曜 
午後、名古屋市北生涯学習センターで練習 
しています。詳しくはホームページまで。 

http://andante1.hp.infoseek.co.jp/ 

参加者 
募集中!！ 



愛知県 

岐阜県 

静岡県 

三重県 

 
 

 2010 年７月時点 １年生 ２年生 ３年生 ４年以上 合計 

愛知学院大学 19 9 13 14 55 

中部大学 4 2 1 6 13 

名古屋大学 24 20 27 引退 71 

名古屋市立大学 8 10 6 9 33 

愛知 

名城大学 7 6 5 4 22 

岐阜大学 8 9 6 12 35 

岐阜薬科大学 3 3 3 5 14 岐阜 

聖徳学園大学 7 5 7 10 29 

静岡大学 5 12 9 9 35 
静岡 

静岡県立大学 16 11 11 10 48 

三重 三重大学 12 19 23 22 76 

提供：ムジークゾリステン 

こちらの紙面は、演奏会情報掲載団体の皆様とムジークゾリステン様のご協賛、 
東海学生マンドリン連盟及び、多くのマンドリンを愛する方々のご協力により成り立っております。 

紙面に関するお問い合わせ 

ご意見・ご感想はこちら 

Mail 

steps_since2008@yahoo.co.jp 

STEPS 事務局 

発行 

Contemporary 

Mandolin Unit STEPS 事務局 

発行責任者：番場建志 

後援 

JMU 中部支部 

東海学生マンドリン連盟 

次回発行・・・３月１日 

第二回  座談会 
マンドリン～その未来について 

テーマ 

「選曲について」 
小林由直氏 作曲家 

岡本泉氏 アンサンブル木陰 

坂野嘉彦氏 作曲家･STEPS 

６月２７日（日）名古屋市音楽プラザにて 

B 
編:

座
談
会
第
二
回
目
の
テ
ー
マ
は
選
曲
に
つ
い

て
と
い
う
こ
と
で
、
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
人

前
で
演
奏
す
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
ま
す
。 

小:

そ
う
で
す
ね
。
選
曲
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り

も
、
そ
の
演
奏
会
の
目
的
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ

れ
ま
す
か
ら
ね
。 

岡:

そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
家
及
び
各
団
体
の
、
音
楽
活

動
の
基
本
的
な
要
素
で
す
ね
。 

坂:

選
曲
の
結
果
よ
り
も
過
程
の
問
題
で
す
ね
。
し

か
し
、
聴
衆
の
立
場
で
そ
の
結
果
を
見
た
と
き
に
、

業
界
全
体
的
に
非
常
に
単
調
な
も
の
に
な
っ
て
い

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
岡
本
さ

ん
の
所
属
さ
れ
て
い
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
木
陰
さ
ん

は
異
種
の
楽
器
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
る
こ
と
が
よ

く
あ
る
よ
う
で
す
ね
。 

岡:

奏
者
個
々
で
は
そ
う
で
な
く
て
も
、
マ
ン
ド
リ

ン
と
い
う
合
奏
形
態
に
な
る
と
演
奏
が
非
常
に
無

機
質
に
な
り
が
ち
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
他
の
楽

器
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
演
奏
メ
ン
バ
ー

が
マ
ン
ド
リ
ン
と
い
う
楽
器
と
ゆ
っ
く
り
向
か
い

合
う
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

坂:

同
じ
作
曲
す
る
立
場
と
し
て
伺
い
た
い
の
で

す
が
、
小
林
さ
ん
は
自
ら
の
作
品
全
体
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
感
は
気
に
さ
れ
ま
す
か
？ 

小:

そ
れ
は
や
は
り
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
よ
り
も
、

今
回
の
テ
ー
マ
の
核
心
的
な
部
分
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
最
近
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
選
曲
を
み
る
と
、

あ
る
時
代
の
あ
る
特
定
の
作
品
に
偏
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
過
去
の
作
品
で
も
す
ば
ら
し
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
ま
っ
た
く
演
奏
さ
れ
て
い 

ま
せ
ん
。 

作
曲
者
が
よ
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
を
受
け
取
る
側
も
ア
ン
テ

ナ
と
媒
体
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

編:

前
回
の
対
談
会
の
内
容
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

標
題
音
楽
が
選
択
さ
れ
や
す
い
状
況
で
す
ね
。 

 

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
業
界
で
は
ど
の
よ
う
な
目

的
で
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

小:
そ
れ
は
個
別
の
団
体
の
事
情
で
す
か
ら
我
々

で
は
コ
メ
ン
ト
し
辛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
業
界

全
体
で
見
た
と
き
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
的
個
性

の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
見
え
て
き
ま
せ
ん
ね
。 

岡:

自
分
達
の
演
奏
し
た
い
曲
や
、
観
客
が
聴
き
た

い
曲
を
並
べ
る
だ
け
で
は
必
ず
失
敗
し
ま
す
ね
。

演
奏
会
と
し
て
の
演
出
や
構
成
は
重
要
で
す
。
軽

視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

坂:

こ
の
業
界
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
多
い
の
は
過
去
の
記
憶
の
追

体
験
の
た
め
の
演
出
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
れ
を

否
定
す
る
訳
で
は
な
く
、
意
図
せ
ず
に
記
憶
に
誘

導
さ
れ
る
の
は
避
け
た
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
た
め

に
は
団
体
の
方
向
性
を
明
確
に
し
て
い
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。 

小:

よ
く
い
う
「
観
客or

自
分
達
」
ど
ち
ら
の
た

め
・
・
・
に
は
独
自
の
比
重
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
演
奏
会
の
そ
の
瞬
間
に
響

か
な
く
て
も
、
提
示
す
べ
き
も
の
が
あ
る
場
合
に
、

音
楽
を
知
的
な
作
業
と
捉
え
、
そ
れ
を
紐
解
い
て

い
く
上
で
深
い
感
動
が
得
ら
れ
る
曲
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
本
番
に
ど
れ
だ
け
伝
え
ら
れ
る
か
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。 

編:

み
な
さ
ん
な
ら
ど
の
よ
う
な
演
奏
会
に
足
を

運
び
た
い
と
思
い
ま
す
か
？ 

坂:

す
で
に
音
楽
は
音
楽
だ
け
で
は
語
れ
な
い
時

代
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
発
見
が
で
き
る

と
こ
ろ
な
ら
ば
足
を
運
び
た
い
で
す
ね
。 

岡:

ま
れ
に
で
す
が
、
楽
譜
に
弾
か
さ
れ
る
よ
う
に

感
じ
る
演
奏
は
聴
い
て
残
念
で
す
。
自
由
な
演
奏

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 

小: 

場
所
や
合
奏
形
態
に
は
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん

が
、
音
や
演
奏
そ
の
も
の
に
聴
か
せ
ら
れ
る
ク
オ

リ
テ
ィ
が
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

編:

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。 

小:

違
う
特
徴
を
も
っ
た
水
準
の
高
い
複
数
の
団

体
が
必
要
で
す
ね
。
良
い
演
奏
を
で
き
る
団
体
は

少
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
楽
器
そ
の
も
の
が
他

と
劣
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
個
人

的
に
は
合
奏
よ
り
も
室
内
楽
程
度
の
規
模
な
ら
ば

ま
だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

坂:

学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
導
入
す
る
業
界
の

構
造
を
考
え
る
と
、
合
奏
の
演
奏
は
作
曲
家
が
つ

く
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

岡:

楽
器
製
作
者
と
演
奏
家
の
橋
渡
し
や
、
作
曲
家

と
奏
者
の
橋
渡
し
な
ど
、
あ
る
方
向
に
む
け
て
全

体
を
調
整
で
き
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
と
、
以
前
、
武
井
守
成

氏
が
発
刊
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
評
論
や
ガ
イ
ド

的
な
も
の
が
あ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

編:

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

岡本泉 

 

小林由直 

 

坂野嘉彦 

小林由直（こばやし よしなお）1961 年三重県生まれ。日本マンドリン連盟主催作曲コンクール入賞。マンドリン独奏のための作品は、ヨー

ロッパ国際マンドリンコンクール等の課題曲としても採用され、いくつかの作品はドイツ・トレケル社より出版されている。医学博士。作曲を田中照

通氏に、ピアノを針谷宏弥氏に師事。 

坂野嘉彦（ばんの よしひこ）愛知県在住 学生時代より音楽家として活動をはじめ、卒業後、作曲家、クラリネット演奏家として活動を本

格的に開始する。作品は管弦楽、室内楽、電子音楽など多岐に及び小品から大作まで膨大な数に上る。(Wikipedia 抜粋)2008 年より STEPS の活動開始。 

岡本泉（おかもと いずみ）愛知県在住。幼時より様々な音楽および音楽家と出会い「素人音楽」の意義に目覚める。学生時代からマンドリン

音楽と関わりを持ち現在、アンサンブル木蔭代表としてコンサート企画・指揮・編曲などに取り組んでいる。マンドリン音楽の底辺拡大のために「草

音楽」活動を実践中。 

高等学校関連クラブの現状 

四日市商業高等学校 
ギター・マンドリン部 ２８名 

西遠女学園ギター・マンドリン部 
３８名 

松阪商業高等学校ギター部 
２９名 

上野高等学校ギター・マンドリン部 
３０名 

坂下高等学校ギター・マンドリン部 
４名 

恵那南高等学校ギターマンドリン部 
８名 

 富田学園ギター・マンドリン部 
３９名 

中津高等学校ギターマンドリン部 
８名 

大垣桜高等学校器楽部 
１９名 

セントヨゼフ女子学園 
ギター・マンドリン部 ３３名 

静岡高等学校マンドリン部 
２０名 

静岡市立高等学校マンドリン部 
４４名 

静岡東高等学校マンドリン部 
４１名 

浜松市立高等学校マンドリン部 
４５名 

愛知淑徳高等学校・中学校 
ギター・マンドリン部 ８１名 

座談会の様子  「以前、施設で慰問演奏をした際、ふと、奏者と観客が一体となった瞬間を感

じられた。」と、一般参加者からの発言があり、それに対し「それは音楽そのものがもつ力かもしれ

ません」と参加者からのご意見。翻し、マンドリンでそれらを与えることができたということに大きな

意味があったのではないか。 座談会での一コマでした。編集：番場 

２００９年度東海大会 
パンフレットより抜粋 
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